
施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 123

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

人 124 171 199 150 ◎

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H23
達成度

人 31 168 158 360 △

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

12301 敬老事業 人 6,721 6,903 B

12302
今田地区敬老会支
援

行:
(4)-22

- - - B

12303
外出支援サービス事
業

行:
(4)-40

人 171 199 B

12304
高齢者住宅支援事
業

行:
(4)-41

- - - B

12305
西紀老人福祉ｾﾝﾀｰ
管理

人
3,308

13,251
3,451
8,115 B

12306
今田老人福祉セン
ター管理

人 2,478 3,588 B

12307
在宅老人介護用品
給付事業

人 991 1,099 B

12308
老人日常生活用具
給付事業

件 5 6 B

12309
在宅高齢者外出支
援用具給付事業

件 6 0 D

12310
老人保健医療費適
正化対策事業

千円 5,228 2,371 D

類似他団体比較等

類似他団体比較等

中項目の基本方針
　地域の人々の間での相互扶助を基本とした地域福祉を推進するとともに、すべての人
が安心して暮らせるセーフティネットの構築をめざし、安定的な社会基盤の充実を図
る。

施策大綱大項目

関連部局：福祉総務課、医療保険課、
市民課（支所）

評価担当課名：地域福祉課
後期基本計画掲載

P.１１

２．すべての人への福祉の充実中項目Ⅰ健康福祉の充実

介護予防事業年間参加人数

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

福祉車両を利用し
た送迎サービス

筋力トレーニング、
口腔ケア

　介護予防については、事業所と連携した取り組みを開始。年々増加する一人暮らし
高齢者等への支援のあり方を再度検討する必要がある。また近年、高齢者虐待や権
利擁護についての専門的な取り組みが必要となっている。

外出支援サービス年間登録者

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

施策名施策名施策名施策名

　介護予防の推進、外出や給食など日常生活を支援する取り組みを展開し、さらに高
齢者虐待･権利擁護・要援護者台帳の整備など、地域で生活が継続できる体制づくり
を進める。また、介護保険事業の運営については、給付の適正化を図り健全な事業
運営を目指す。

③ ③ ③ ③ 高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉高齢者福祉のののの充実充実充実充実

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

事業の
方向性

8,398

8,897

10,982

改善が必要

→

利用延べ人員
上段(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ)
下段(老人福祉)

-

登録者数

-

対象者数

1,203

19,617

総合評価総合評価総合評価総合評価

(H19年度事業廃止)

給付件数

1,413

43,240

722

768

4,764

給付件数

利用者延べ人数

  利用延べ人員（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

これまで通り力
を入れる

　介護予防事業等の推進、充実を図るため、行政、民間、地
域の役割を整理しながら、サポーターの養成などにより地域
が主体的に活動できるよう事業を展開していく。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

△



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ③ 高齢者福祉の充実 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

12311
要支援・要介護認定調査・主治
医意見書作成依頼事業 千円 20,870 18,923 B

12312
老人医療費助成事
業

人 1,318 1,164 B

12313
老人保健医療費給
付事業

人 6,962 6,923 D

12314 介護認定審査事業 回 90 84 B

12315
低所得者対策事業
[特別会計]

千円 43,533 39,683 B

12316
介護保険事業所実
地指導

事業所 23 9 B

12317
介護保険苦情相談
事業

件 23 21 B

12318
介護保険給付管理
事業

千円 3,799 3,764 B

12319
低所得者対策事業
[一般会計]

- - - D

12320
介護給付等費用適
正化事業

回 3 3 B

12321
地域介護・福祉空間
整備等交付金事業

件 3 1 B

12322 老人保護措置事業 人 26 27 B

12323
東部介護予防サービ
ス事業

件数 1,058 1,593 B

12324
東部地域支援セン
ター

件数 664 1,376 B

12325
介護認定訪問調査
(東部）

件数 410 396 B

12326
介護予防事業（東
部）

件数 60 84 B

12327
継続的評価分析支
援事業

件 62 52 D

12328
西部介護予防サービ
ス事業

件数 793 1,353 B

12329
西部地域支援セン
ター

件数 1,125 786 B

12330
介護認定訪問調査
(西部）

件数 390 483 C

12331 地域支援事業 件 28 27 A

12332
介護予防事業（西
部）

件 16 16 B

12333
緊急通報体制整備
事業

行:
(4)-39

件 296 287 B

12334 給食サービス事業
行:

(4)-43
食 2,125 1,252 B

12335
人生80年いきいき住
宅助成事業

件 14 13 B

12336
長寿祝い金支給事
務

行:
(4)-38

－ - - D

12337 高齢者相談業務等 件 3,250 3,440 A

12338
老人福祉法届出事
業

－ - - B

12339
家族介護慰労金・在宅
介護手当支給事業

行:
(4)-44

件 2 3 D

12340
篠山ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ
運営事業

人 4,138 4,170 B

12341
後期高齢者医療
健康診査事業

％ - 5 B

12342
後期高齢者医療費
給付事業

％ - 99 B

1,830 延べ配食数

1,800 助成件数

2,615 各種団体へのPR

5,410 設置件数

12,534 認定調査件数

6,031
自立高齢者への介護予
防プラン作成

15,022
ケアプラン作成件
数

63 相談件数

6,671
介護予防事業訪
問健康教育

-150
介護予防関連事業の効
果を検証する事業

10,441 相談件数の割合

6,744 認定調査件数

52,503 措置人数

11,476
ケアプラン作成件
数

2,179 介護給付費通知

802 設置施設数

2,878 審査支払手数料

2,419 (H20年度事業廃止)

4,411
実地指導事業所
数

3,082 事故報告件数

14,760
介護認定審査会
回数

7,768
高額介護サービス
費

26,703 医療費助成

21,154 (H19年度事業廃止)

活動指標

28,109 意見書作成依頼

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）

1,283 (事業廃止)

1,123 相談件数

241 －

0 給付件数

457,412
後期高齢者保険
料収納率

6,684
利用延べ人員
（ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ）

514,135
後期高齢者受診
率



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 251

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

％ － 15 34 － －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

人 － 260 211 － －

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

25101
防災・減災啓発活動
業務

- - - A

25102 防火広報事業 - - - B

25103 予防広報事務 - - - B

25104
総合訓練の立案・広
報事務

- - - B

25105 火災調査事務 - - - B

25106
火災調査に伴う情報
管理事務

- - - B

25107
防火対象物、危険物施設
等立入検査・防火管理指導

件 100 77 B

25108
防火管理者制度事
務

- - - B

25109 防火安全協会事務 - - - B

25110
住宅防火に関する事
務

％ 15 34 A

これまで通り力
を入れる

　防災訓練については、防災学習の推進や、地域防災マッ
プの作成によって、防災意識の高揚を図るなど、より多くの市
民・団体が参加できるよう、内容の一層の充実を図る。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○

住警器設置率

-

431

2,945

4,010

5,240

10,559

-

立入検査数

-

総合評価総合評価総合評価総合評価

計画通り進める

→

-

-

-

-

-

6,171

902

事業の
方向性

24,935

406

4,147

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

施策名施策名施策名施策名

　市広報誌やホームページの積極的な活用をはじめ、あらゆる機会を通じて日頃から
の防災意識の高揚を図る。また、防災意識と行動力・技術の向上のために、より多くの
市民、関係団体が参加できるよう、防災訓練の内容について一層の充実を図る。

① ① ① ① 防災意識防災意識防災意識防災意識のののの高揚高揚高揚高揚

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

防災ネットの登録者数

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

　自助、共助、公助のそれぞれの役割分担を認識し、いつ災害が発生してもすみや
かな対応が出来る体制作りが大切。そのためには、個々の防災意識の向上、市民に
よる地域ぐるみの防災体制を確立していく必要がある。

住宅火災警報器設置率

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

中項目の基本方針
　あらゆる災害から生命、財産を守るための防災対策や、災害を最小限に抑える減災対
策を進め、市民が安心して暮らすことのできるまちづくりを推進する。

施策大綱大項目

関連部局：消防署、予防課、警防課、管理課評価担当課名：総務課
後期基本計画掲載

P.３４

5.防災体制の強化中項目Ⅱ生活環境の向上

類似他団体比較等

類似他団体比較等



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ① 防災意識の高揚 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

25111 住宅防火診断義務 件 15 19 B

25112 各種受付事務 - - - B

25113
救急講習及び普通
救命講習事業

行:
(4)-70

回 103 106 B

25114
消防団及び自主防
災の訓練指導業務

分団 - 22 B

25115
兵庫県まとい会篠山
支部の活動推進

行:
(3)-1

人 32 32 B

25116

25117

25118

25119

25120

25121

25122

25123

25124

25125

25126

25127

25128

25129

25130

25131

25132

25133

25134

25135

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

2,433 高齢者宅訪問数

2,005 -

21,293 講習会開催回数

12,842 参加分団数

1,391 会員数



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 263

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

地域 － 10 11 － －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

地域 － 5 8 － －

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

26301
まちづくり協議会
事務

ま:
P15,60

地域 10 11 A

26302
県民交流広場モデル
事業推進事務

地域 5 8 B

26303
地域サポート職員制
度事務

- - - B

26304
西紀南部開発促進
協議会

行:
(3)-1

- - - B

26305
西紀中地区里づくり
振興会

行:
(3)-1

- - - B

26306

26307

26308

26309

26310

これまで以上に
力をいれる

　まちづくり協議会の全地域への設立に向け、引き続き支援
とともに、設置済み地域への支援も行っていく。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○
総合評価総合評価総合評価総合評価

計画通り進める

↑

-

-

-

事業採択数（累
計）

協議会設立数（累
計）

5,616

9,042

事業の
方向性

401

401

1,684

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

施策名施策名施策名施策名

　地域課題の解決に向け、小学校区単位に「まちづくり協議会」の設立を支援し、コ
ミュニティ力を高めていくための支援方策を検討していく。

③ ③ ③ ③ 地域課題地域課題地域課題地域課題にににに対応対応対応対応したしたしたしたコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ体制体制体制体制のののの構築構築構築構築

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

県民交流広場事業

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

設立件数（累計）

採択件数（累計）

　現在１９地域の内、１４地域が設立しており、今後も設立に向けての支援を行ってい
く。また、地域力を高めるため、意見交換会などを実施している。

まちづくり協議会

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

中項目の基本方針
　地域の自主性の尊重や地域ごとの個性の発揮に向け、地域単位で活動する各種グルー
プの相互交流や統合を促進し、それぞれのコミュニティにおける組織、意思決定力、行
動力などの強化をめざす。

施策大綱大項目

関連部局：市民課（支所）評価担当課名：市民協働課
後期基本計画掲載

P.３６

6.コミュニティづくりの推進中項目Ⅱ生活環境の向上

類似他団体比較等

類似他団体比較等



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ③ 地域課題に対応したコミュニティ体制の構築 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

26311

26312

26313

26314

26315

26316

26317

26318

26319

26320

26321

26322

26323

26324

26325

26326

26327

26328

26329

26330

26331

26332

26333

26334

26335

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 312

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

園 － 13 13 － －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

ブロック 3 13 13 増加 －

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

31201 幼稚園教育の充実 人 538 515 B

31202
幼稚園教育の教育
環境の整備

園 13 13 B

31203
幼保一体化を指向した新し
い幼稚園づくりの展開

- - - B

31204

31205

31206

31207

31208

31209

31210

類似他団体比較等

類似他団体比較等

中項目の基本方針
　地域社会のなかで、安心して生み育て、幼児一人ひとりの豊かな個性を育むととも
に、望ましい発達を促す子育て・教育環境の充実を図る。

施策大綱大項目

関連部局：こども未来課評価担当課名：学校教育課
後期基本計画掲載

P.３８

1.就学前保育・教育の充実中項目Ⅲ生涯学習の充実

就学前教育と小学校との連携

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

２年保育を実施して
いる幼稚園数

相互に連携を図った
事業数

　幼稚園２年保育が全園で完全実施となり、小学校への移行が円滑に進められてい
る。一方、保育園との連携について、十分に機能できていない部分がある。

２年保育の実施園

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

施策名施策名施策名施策名

　「篠山市幼稚園教育振興計画」に沿って、本市の自然や文化を活かし、地域との関
わりを大切にした幼児教育を推進する。特に保育園と幼稚園の連携を深めつつ、幼
稚園における教育システムの一層の充実を図る。

② ② ② ② 幼児教育幼児教育幼児教育幼児教育のののの充実充実充実充実

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

事業の
方向性

576

計画通り進める

↑

-

教育環境づくりを
図った園数

園児数（幼稚園教育
を受けた幼児数）

926

200,989

総合評価総合評価総合評価総合評価
これまで以上に
力をいれる

　H20は幼保一体化プロジェクトにて計画をまとめ、H21以降
計画に基づいて、預かり保育や認定こども園等を推進してい
く。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ② 幼児教育の充実 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

31211

31212

31213

31214

31215

31216

31217

31218

31219

31220

31221

31222

31223

31224

31225

31226

31227

31228

31229

31230

31231

31232

31233

31234

31235

活動指標
事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 352

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

件 136 137 137 増加 －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

35201
篠山城下町における町
並みの保存と活用

件 10 8 B

35202
福住地区における町並
みの調査

- - - B

35203 文化財の保護・管理 回 2 2 B

35204 文化施設４館の運営 回 3 2 B

35205
伝統文化の振興（春
日能）

人 588 545 B

35206
文化財の総合的な保
存と活用の推進

回 - 3 B

35207

35208

35209

35210

類似他団体比較等

類似他団体比較等

中項目の基本方針
　より豊かな地域社会を創出するため、伝統文化の保存・継承、新しい地域文化と創
造・発信、市民文化活動の育成などを支援するとともに、市民個人と文化活動との出会
いや文化活動に関わる人と人との交流を促進する。

施策大綱大項目

関連部局：評価担当課名：社会教育・文化財課
後期基本計画掲載

P.５４

5.芸術・文化の振興中項目Ⅲ生涯学習の充実

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

篠山市の指定文
化財の総数

　国の史跡である篠山城跡や八上城跡を始め、大国寺、おやまの神事、アズマイチゲ
群落等、数多くの文化財があるが、活用に向けた資料整理・調査研究が十分でない。
　また、福住地区においては、国の重要伝統的建造物群保存地区の選定を目指して
いる。

市指定文化財数

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

施策名施策名施策名施策名

　文化財を観光資源や学校教育、生涯学習の教材としても活かせるよう、幅広い活用
方策を検討するとともに、更なる収集・調査・保全に努める。

② ② ② ② 文化財文化財文化財文化財のののの保全保全保全保全・・・・活用活用活用活用のののの推進推進推進推進

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

事業の
方向性

5,189

28,752

5,170

計画通り進める

→

入場者数

展覧会回数

審議会開催数

-

修理・修景事業件
数

6,465

19,390

総合評価総合評価総合評価総合評価

2,566 委員会開催数

これまで通り力
を入れる

　これまでの取り組みが認められ、平成２０年度文化庁長官
表彰「文化芸術創造都市部門」を受けた。また、全国20件が
採択された「歴史文化基本構想」策定に着手しており、市内
外へ文化資源をPRしていく。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ② 文化財の保全・活用の推進 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

35211

35212

35213

35214

35215

35216

35217

35218

35219

35220

35221

35222

35223

35224

35225

35226

35227

35228

35229

35230

35231

35232

35233

35234

35235

活動指標
事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 433

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

43301
汚水処理施設共同
整備事業（ミックス）

- - - B

43302

43303

43304

43305

43306

43307

43308

43309

43310

これまで以上に
力をいれる

　下水処理水及び汚泥の有効利用を図るため、ミックス事業
の推進は意義がある。一方、下水処理水及び汚泥の再利用
については、省資源・循環型社会の構築の観点から、有効
利用するための投資額と効果の測定及び安定的な需要の確
保が必要である。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○
総合評価総合評価総合評価総合評価

計画通り進める

↑

-9,902

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

施策名施策名施策名施策名

　省資源・循環型社会の構築に向けて、処理水の水資源化や発生汚泥の再資源化・
活用方法の研究・検討を進める。

③ ③ ③ ③ 資源資源資源資源のののの有効活用有効活用有効活用有効活用

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

　下水処理場の処理水は処理場の機器の洗浄水や場内散水用として利用している、
また、渇水時の街路樹の散水、防火用水として対応できるようにしている。残りは河川
放流を行っており、脱水汚泥については、産業廃棄物処理場に搬出し、堆肥化され
ている。

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

中項目の基本方針
　生活排水処理施設は、処理区の統廃合、役割分担の適正化などを進め、適切な管理・
運営を促進する。また、処理施設における資源の有効活用を図る。

施策大綱大項目

関連部局：評価担当課名：下水道課
後期基本計画掲載

P.６３

3.生活排水処理施設の整備中項目Ⅳ都市基盤の整備

類似他団体比較等

類似他団体比較等

 『ミックス（ＭＩＣＳ）事業』とは…
 　あさぎり苑（し尿処理場）の機能を縮
小し、下水道処理場にて、し尿等の処
理をするものです。
 　また、施設の一部を乾燥施設へ改
築し、下水道で発生した汚泥を乾燥さ
せ、堆肥化または焼却処分します。



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ③ 資源の有効活用 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

43311

43312

43313

43314

43315

43316

43317

43318

43319

43320

43321

43322

43323

43324

43325

43326

43327

43328

43329

43330

43331

43332

43333

43334

43335

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 532

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

件 － 17,289 17,902 － －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

件 － 12,611 11,702 － －

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

53201
観光案内所委託事
業

件 17,289 17,902 B

53202
駅観光案内所委託
事業

行:
(4)-58

件 12,611 11,702 B

53203
「ひょうご」の観光地活
性化推進事業補助金

- - - B

53204
丹波観光ネットワー
ク推進委員会負担金

- - - B

53205
外客誘致促進委員
会負担金事業

- - - B

53206
ひょうごﾂｰﾘｽﾞﾑ協会
負担金事業

- - - B

53207
全国京都会議負担
金事業

- - - B

53208
犬山市観光交流事
業

- - - B

53209

53210

類似他団体比較等

類似他団体比較等

中項目の基本方針
　観光資源間のネットワークとともに、農林業、商工業、地域振興との結びつきを強化
し、市民・観光事業者と連携しながら、市民の主体的な参加のもとに、篠山らしさのあ
る一体となった観光地域をめざす。

施策大綱大項目

関連部局：評価担当課名：丹波篠山黒まめ課
後期基本計画掲載

P.7８

３.観光・レクリエーションの振興中項目Ⅴ産業の振興

駅観光案内件数

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

観光案内所年間案
内件数

篠山口駅観光案内
所年間案内件数

　観光施設間や各地域のイベントの情報交換及び連携体制が不十分で効果的な情
報発信ができていない。丹波篠山の観光情報を一元化したホームページ「観光ポー
タルサイト」について、運営体制の構築が課題となっている。

観光案内件数

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

施策名施策名施策名施策名

　多様に変化する観光客のニーズに合った情報提供に努め、観光パンフレットやHP
により、本市の多面的な魅力をアピールする。

② ② ② ② 情報発信情報発信情報発信情報発信のののの拡大拡大拡大拡大

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

事業の
方向性

1,223

2,203

3,964

計画通り進める

→

-

-

-

駅観光案内件数

観光案内件数

3,243

6,263

総合評価総合評価総合評価総合評価

1,062

493

291

-

-

-

これまで通り力
を入れる

　観光ポータルサイトを活用し、ニーズに応じた観光情報の
充実や効果的な情報発信を図る。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

○



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ② 情報発信の拡大 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

53211

53212

53213

53214

53215

53216

53217

53218

53219

53220

53221

53222

53223

53224

53225

53226

53227

53228

53229

53230

53231

53232

53233

53234

53235

活動指標
事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 641

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

件 － － 25 － －

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

人 － － 130 － －

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

64101
丹波篠山築城400年祭
実行委員会事務局

ま:P18
-19

- - - D

64102
築城400年主催事業
の企画・実施

ま:P18
-19

件 0 14 D

64103
築城400年協賛・支
援事業の調整

ま:P18
-19

件 0 25 D

64104
築城400年庁内PJTの運営（丹
波篠山のまつり、丹波篠山学、
篠山の美、新特産創造）

ま:P18
-19

- - - D

64105
丹波篠山ふるさと応
援団事務

ま:P17 人 - 130 B

64106
丹波篠山ふるさと
応援寄付金事務

ま:P17 千円 － 6,449 B

64107
ふるさと篠山へ帰ろう住
もう運動推進事務

ま:P13 - - - A

64108
庁内プロジェクトチー
ム運営事務

ま:P13 - - - B

64109
国内交流推進事業
岐阜県高山市

ま:P56 件 0 0 A

64110
たんば田舎暮らし
フォーラム関係事務

ま:P13 - - - B

これまで以上に
力をいれる

　築城400年祭の主催事業及び協賛・支援事業のうち、これ
からのまちづくりにつながる事業については、平成22年度以
降の担当部署を決めて実施できるよう調整していく必要があ
る。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

△

-

交流件数

2,406

802

1,604

3,769

2,005

-

-

ふるさと納税金額

総合評価総合評価総合評価総合評価

改善が必要

↑

ふるさと応援団員数

-

支援事業実施件数

主催事業開催件数

-

4,010

6,015

事業の
方向性

2,406

2,486

3,609

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

施策名施策名施策名施策名

　篠山のイベントや食などの伝統を見つめ直しながら、その情報を広く発信し、篠山
ファンを増やすことによって、交流人口の増加を図り、活力を増進する。
　また、市内においても地域の情報交換を促進し、今後のまちづくりに繋げる。

① ① ① ① 情報発信情報発信情報発信情報発信によるによるによるによる連携連携連携連携・・・・交流交流交流交流のののの拡大拡大拡大拡大

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

ふるさと応援団員数

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

協賛・支援事業として
開催したイベント数

ふるさと応援団加入
者人数

　少子高齢化や生活様式の多様化に伴い、地域活動従事人口の減少が著しく、伝統行事等の
維持が困難になりつつある。しかしながら、一部においては、今後を見据えた地域の活性化に
取り組まれる団体や自治会もあり、これらの動きを全市的に広げる必要がある。
　また「ふるさと応援団」の活動について、観光促進･定住促進に繋がるよう調整を図っていく。

築城400年祭支援事業実施
件数

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

中項目の基本方針
　全国に向け積極的かつ多様な手法で本市の魅力を発信し、全国の篠山ファンを増加
し、交流人口の増加を図ることにより、市内の各産業の活性化を図る。

施策大綱大項目

関連部局：企画課、生活課評価担当課名：築城400年祭推進課
後期基本計画掲載

P.８４

4.国内の連携・交流の促進中項目Ⅵ連携・交流の促進

類似他団体比較等

類似他団体比較等



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ① 情報発信による連携・交流の拡大 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

64111
兵庫田舎暮らし他自然
居住支援協議会事業

ま:P13 - - - B

64112
まちなか再生総合プ
ロデュース事業

ま:P18
-19

- - - D

64113
緊急雇用就業機会
創出基金事業

ま:P18
-19

- - - D

64114

64115

64116

64117

64118

64119

64120

64121

64122

64123

64124

64125

64126

64127

64128

64129

64130

64131

64132

64133

64134

64135

事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

692 -

722 -

481 -



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

施策№ 712

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H2２
達成度

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

《施策を構成する事務事業》

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

71201
篠山再生計画（行財政改革
編）策定・推進事業

件 － 122 B

71202
篠山再生市民会議
事務局

回 14 14 D

71203
指定管理者制度事
業

行:(4)-
26,28,31

件 2 3 B

71204 行政評価実施事業 件 233 351 B

71205
第２次行政改革実施計画･集中
改革プラン取りまとめ事業 件 48 48 B

71206 広告事業
行:

(4)-85
件 － － B

71207

71208

71209

71210

類似他団体比較等

類似他団体比較等

中項目の基本方針
　厳しい行財政状況のなかで、効率的・機動的な行財政運営や行政情報の公開を進め、
市民と行政の参画と協働にもとづく透明性の高い行政をめざすとともに、本総合計画の
着実な実現を図る。

施策大綱大項目

関連部局：評価担当課名：行政経営課
後期基本計画掲載

P.８９

1.計画の推進中項目Ⅶ計画の推進

施策の実施状況
と課題

指標②の説明

　行財政改革は、篠山再生市民会議を設置し篠山再生計画を平成20年11月に策定、抜本的
な取組みを進めており、概ね計画通りであるが、収納率の向上が図られていない。計画の推進
により、業務改善や効率的な組織体制と職員の意識改革を推進する必要がある。行政評価は、
次期総合計画の策定に合わせて従来の事務事業評価から、一段階上の施策評価に取組むこ
とが必要であり、予算も含め３つが有機的に連動する仕組が求められている。

施策指標①

施策指標②

指標①の説明

施策名施策名施策名施策名

　行政評価システムを確立し、効率的な行財政運営を目指すとともに、行財政情報の
一層の透明化と、市民と行政の役割分担の明確化により、市民と行政のパートナー
シップの構築を進める。

② ② ② ② 行政改革行政改革行政改革行政改革のののの推進推進推進推進

施策の内容
（後期基本計画記載事項の要約）

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）
活動指標

事業の
方向性

2,025

4,859

5,669

改善が必要

→

改革項目数

評価実施事務事
業数

新規導入施設数

市民会議開催数

改革項目数

4,785

10,454

総合評価総合評価総合評価総合評価

2,025 広告導入媒体

これまで通り力
を入れる

　篠山再生計画については、現行の取組方法を継続すること
で、一定の成果が得られるものと考える。
　今後は、施策評価と総合計画、予算の連動に向け、現実的
な行政評価システムの構築に鋭意取り組む。

構成事務事業の妥当性

施策の方向性

△



施策評価シート（平成２０年度実施分事後評価）

《施策を構成する事務事業》 　【施策名： ② 行政改革の推進 】

単位
H16

実績値
H19

実績値
H20

実績値
H22

目標値
対H22
達成度

71211

71212

71213

71214

71215

71216

71217

71218

71219

71220

71221

71222

71223

71224

71225

71226

71227

71228

71229

71230

71231

71232

71233

71234

71235

活動指標
事業の
方向性

事務
事業
№

事務事業名
再生
計画

市一般財源
〔人件費込〕

（千円）


